
ご
法
事
を
申
し
込
ま
れ
る
方

は
、
参
照
し
て
下
さ
い
。

西
澤
形
一
宮
司
に
よ
る
例
祭･

月
次
祭
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

つ
き
な
み
さ
い

ど
な
た
も
参
拝
で
き
ま
す
の

で
、
是
非
お
い
で
下
さ
い
。

参
列
者
は
昇
殿
し
て
、
玉
串

を
お
捧
げ
で
き
ま
す
。

地
鎮
祭
、
諸
祈
願
、
開
運
、

寺
院
檀
家
以
外
の
神
葬
祭
な
ど
、

お
受
け
い
た
し
ま
す
。

直
接
お
電
話
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

電
話

〇
九
〇
ー
三
二
二
五
ー
六
二
八
六

毎
年
、
十
二
月
第
一
日
曜
日

に
お
祭
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
十
二
月
二
日
に
行

い
ま
す
。

祭
礼
は
地
元
の
祭
り
で
す
の

で
、
お
護
摩
札
、
星
札
は
祭
礼

当
日
係
に
申
し
込
み
下
さ
い
。

今
年
も
郵
便
物
が
多
く
戻
っ

て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
の
間
違
い

も
あ
り
ま
す
が
、
住
所
変
更
、

入
院
、
老
人
施
設
入
居
、
表
札

が
な
い
な
ど
、
多
く
の
原
因
が

あ
り
ま
す
。

電
話
番
号
も
携
帯
だ
け
に
し

た
方
は
、
必
ず
ご
連
絡
下
さ
い
。

連
絡
が
つ
か
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

郵
便
局
に
転
送
依
頼
し
て
も
、

半
年
だ
け
で
す
。

近
年
各
地
の
お
寺
で
は
、
檀

家
数
の
減
少
が
続
い
て
い
ま
す
。

飯
能
で
も
無
住
、
廃
寺
と
な
っ

は

い

じ

た
寺
も
あ
り
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
、
お
寺
を
維
持

で
き
る
檀
家
数

に
は
、
ま
だ
な
っ

て
い
ま
せ
ん
。

指
定
葬
儀
社
で
は
五
十
万
円

(

税
別)

ほ
ど
で
豪
華
な
葬
儀
を

行
え
ま
す
。
も
っ
と
安
く
す
る

方
法
も
ご
相
談
し
て
み
た
ら
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

円
泉
寺
霊
安
室
が
指
定
葬
儀

社
で
あ
れ
ば
、
無
料
で
す
。

※
円
泉
寺
本
堂
、
所
沢
、
瑞

穂
、
や
す
ら
ぎ
の
里
な
ど
の
公

益
斎
場
で
低
価
格
で
行
え
ま
す
。

本
堂
で
の
指
定
葬
儀
社

『
初
心
堂
』
荒
岡
電
話(

携
帯)

〇
九
〇-

五
五
三
八-

一
一
八
八

見
積
も
り
で
は
安
い
は
ず
が
、

請
求
書
を
見
て
ビ
ッ
ク
す
る
業

者
も
い
ま
す
。
病
院
紹
介
の
業

者
は
注
意
が
必
要
で
す
。

冬号 円泉寺通信 平成３０年１１月

円
泉
寺
通
信

平成30年 年回早見表

一周忌 平成30年没

三回忌 平成29年没

七回忌 平成25年没

十三回忌 平成19年没

十七回忌 平成15年没

二十三回忌 平成９年没

二十七回忌 平成５年没

三十三回忌 昭和62年没

年
回
表

天
神
社
の
祭
礼

平成３０年11月号

飯能市平松３７６
発行 円泉寺
編集 諸井政昭
電話042-973-5716
FAX042-972-8834
https://www.
ensenji.or.jp/

葬
儀
社
紹
介

妙
見
尊
大
祭

住
所･

電
話
番
号

お
知
ら
せ
下
さ
い

お
墓･

永
代
供
養

ご
紹
介
下
さ
い

元旦祭 １月１日 午前１１時

初天神 １月25日 午前１１時

梅花祭予定 ３月上旬 土曜日

夏越の祓 ６月30日午前１１時

秋の例大祭10月25日午前１１時

大 祓 12月31日午前１１時

月次祭 毎月１日、１５日、

25日 午前１１時半


